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17世紀フランス・オペラの成立を局所的な現象としてではなく西洋文化における「劇」そのものの本質にも
迫る要素を含んだものとして実証的に位置づけようとした労作である。課程博士の学位授与にふさわしい一
定の成果が示されていることを評価し、合格の判断を下したい。 
